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(2) 広報うおづ

題
な
の
で
す

f
h
v回
早
め
に
受
損
じ
ま
じ
よ
一
つ

イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
っ
て
激
し
く
削
り
取
ら
れ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
、と

ん
が
、
人
の
健
康
や
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
し

の
使
用
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

6
月
U
日
に
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
を
禁
止
す
る
法
律
も
公

行
さ
れ
ま
し
た
。

し
、
同
法
律
に
よ
る
使
用
禁
止
や
罰
則
の
適
用
が
そ
れ
ぞ
れ
平
成
3

年
の
4
月
1
日
以
降
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
以
前
と
し
て
多
く
の
人

し
て
い
ま
す
。

的
な
冬
も
終
わ
り
、
道
路
の
雪
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
あ
、

ん
、
早
く
普
通
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

平成3年 3月

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
普
及

日

年

代

積

雪
寒
冷
地
で
削
%
近

い
装
着
率
(
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
問
題
が
社
会
問
題
化
)

ω年
販
売
が
ピ
ー
ク
(
年
間
販
売

制
万
本
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
約

臼
%
)

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

積
雪
、
凍
結
の
状
態
に
あ
る
路
面

で
、
車
の
始
動

・
移
動

・
停
止
時
に

お
い
て
滑
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め

に
、
金
属
製
の
ピ
ン
を
打
ち
込
ん
で

あ
る
タ
イ
ヤ
。

百
和お
年
圏
内
で
販
売
開
始

U
年
積
雪
寒
冷
地
で
本
格
的
に

普
及

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
公
害
問
題

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
路
面
が
削
り

取
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
の
中
に
多
く
の
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

O
健
康
に
与
え
る
影
響

「
ラ
ッ
ト
の
肺
に
沈
着
物
」

今
ま
で
の
調
査
に
よ
る
と
「
目
が

痛
む
」
「
の
ど
が
い
が
ら
っ
ぽ
い
」
な

ど
健
康
被
害
を
訴
え
る
人
が
多
く
、

ま
た
、
「
洗
た
く
物
や
服
な
ど
が
汚

れ
る
」
と
訴
え
る
人
も
い
ま
し
た
。

環
境
庁
が
行
っ
た
実
験
で
は
、
粉

じ
ん
を
吸
わ
せ
た
ラ

ッ
ト
(
ね
ず
み

の
一
種
)
の
肺
と
リ
ン
パ
節
に
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
が
沈
着
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

気
管
支
哨
息
、
結
膜
炎
な
ど
の
悪

化
や
慢
性
呼
吸
器
病
へ
の
進
展
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
道
路
へ
の
影
響

「
白
線
が
消
え
る
」

ド
ラ
イ
バ
ー
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
「
街
が
ほ
こ
り
っ
ぽ
く
な

る
」
「
道
路
の
白
線
が
消
え
て
危
険
」

「
わ
だ
ち
掘
れ
が
で
き
運
転
し
に
く
い
」

な
ど
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

生活環境課長

稲場 繁

市
民
の
み
な
さ
ん
の

協
力
が
必
要
で
す

横断歩道の白線も消えて

昨
年

6
月
幻
日
に
「
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す

る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
実
質
的
に

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止
さ

れ
ま
し
た
。

行
政
側
に
お
い
て
、
住
民
の
健
康

と
生
活
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
特

に
必
要
な
地
域
を
指
定
し
ま
す
。

全
国
的
に
も
環
境
問
題
が
重
視
さ

れ
て
い
る
今
日
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉

じ
ん
公
害
に
対
し
、

一
人
ひ
と
り
が

健
康
管
理
、
道
路
環
境
な
ど
を
十
分

認
識
さ
れ
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
早

め
に
取
替
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

平野武久さん

(島尻)

タ
イ
ヤ
交
換
は
頻
繁
に

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
粉
じ
ん
の
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
雪
が

融
け
た
後
の
道
路
は
、
横
断
歩
道
や



魚
津
市
の
状
況

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
を
防
止

す
る
た
め
の
法
律
も
成
立
し
、
「
脱

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
社
会
」
を
目
指
し

は
じ
め
た
現
在
の
社
会
。

し
か
し
、

雪
が
多
く
降
る
魚
津
市

で
は
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
替
わ
る

ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
対
す
る
不

安
も
あ
っ
て
か
、
以
前
と
し
て
多
く

の
人
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

半
数
以
上
の
車
が

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用

天
候
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
冬
、
わ

ず
か
に
山
間
部
だ
け
に
雪
が
残
っ
て

い
た

2
月

η
日
に
市
内
大
手
ス
ー
パ

ー

2
杜
の
駐
車
場
で
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
装
着
状
況
を
調
べ
て
み
ま
し

た
駐
車
台
数
仰
台
の
う
ち
、
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
て
い
た
車
は
、

初
台
あ
り
、
半
数
以
上
約
臼
%
の
装

着
率
で
し
た
。

平成3年 3月広報うおづ(3) 

簡
単
に
で
き
ま
す
:
:
:
タ
イ
ヤ
の
交
換
作
業

タ
イ
ヤ
交
換
は
、
難
し
い
、
力
が

必
要
な
ど
と
思
わ
れ
、
女
性
の
方
は

敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、
ジ
ャ

ッ
キ
と

ホ
イ
ー
ル

・ナ
ッ
ト
・
レ
ン
チ
(
全
て
車

に
塔
載
さ
れ
て
い
ま
す
)
が
あ
れ
ば
、

一
人
で
も
と
て
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

ー
、
ホ
イ
ー
ル

・
ナ
ッ
ト

・
レ
ン
チ
、

ジ
ャ
ッ
キ
、
交
換
タ
イ
ヤ
を
準
備

スパイクタイヤ粉じんの発生の

防止に関する法律(概要)

平成 2年 6月27日

ジ
ャ
ッ

キ

ナホ
レ ツイ
ン卜 l
チル

す
る
。

2
、
ポ
イ
ン
ト
に
ジ
ャ

ッ
キ
を
か
け
、

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
を
少
し
ゆ
る
め
る
。

3
、
タ
イ
ヤ
が
地
面
か
ら
浮
く
ま
で

ジ
ャ

ッ
キ
ア

ッ
プ
し
、
ホ
イ
ー
ル

ナ

ッ
ト
を
外
し
て
タ
イ
ヤ
を
交
換

す
る
。

「

叫

4
、
ホ
イ
ー
ル
ナ

ッ
ト
を
締
め
つ
け

ジ
ャ

ッ
キ
を
下
げ
て
は
ず
す
。
も

う
一
度
締
め
つ
け
る
。

5
、

2
1
4
の
作
業
を
繰
り
返
え
す
。

(
交
換
す
る
タ
イ
ヤ
の
本
数
)

6
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
規
定
の
空

気
圧
に
調
整
す
る
(
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
な
ど
で
)。

昭和63年 6月の総理府公害等調整委員

会での「スパイクタイヤ製造 ・販売の中

止」調定成立(タイヤメーカー 7社との間

で)を経て、昨年6月27日には、「スパイ

クタイヤ粉じんの発生の防止に関する法

律」が公布、施行され、原則的にスパイ

クタイヤの使用が禁止されました。

0スパイクタイヤの使用を規制して粉じ

んの発生を防止し、健康と生活環境を

守ることを目的とする。(第 1条)

0粉じんを発生させないよう努めること

(スノマイクタイヤを使用しない、販売

しない)は、国民すべての責任であり

義務である。 (第3条)

0環境庁長官は、住民の健康と生活環境

を守ることが特に必要な地域を指定地

域として指定する。 (第5条)

o指定地域では、 積雪 ・凍結状態でない

路面でのスパイク タイヤの使用を禁止

する。 (第7条)

違反した場合は、 10万円以下の罰金。

(第 8条)

魚津市は、市全域が指定地域となります。

また、 スパイクタイヤの使用禁止は、

平成3年4月1日から、 罰則は、平成4

年4月1日から実施されます。

停
止
線
が
消
え
て
い

て
危
な
い
と
感

じ
ま
す
。

使
用
を
禁
止
す
る
法
律
が
で
き
ま

し
た
が
、

罰
則
は
平
成

4
年
か
ら
だ

と
聞
き
ま
す
し
、
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
で
は
、
圧
雪
や
凍
結
の
道
路
で

の
運
転
に
不
安
が
あ
る
の
で
そ
れ
ま

で
は
使
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
粉
じ
ん
公
害
の
問
題
の
こ

と
も
あ
る
の
で
、
タ
イ
ヤ
交
換
を
頻

繁
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

岡崎富美子さん

(六郎丸)

春
先
の
道
路
は
、
挨
っ
ぽ
い
な
と

い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
粉
じ
ん

公
害
が
取
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
た
め
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

私
に
は

2
歳
の
子
供
が
い
ま
す
。

「
眼
が
痛
む
」
「
せ
き
が
出
る
」
な
ど

を
訴
え
る
人
が
多
い
と
聞
き
、
子
供

た
ち
の
健
康
へ
の
影
響
が
心
配
で
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
な
い

事
が
何
よ
り
で
す
が
、
冬
場
の
交
通

事
故
も
気
に
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
に
は
、

H

雪
が
な
い
道
路
で

は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
運
転
し
な
い
。

砂
春
に
な
っ

た
ら
早
め
に
交
換
す
る
H

と
い
っ
た
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
で

す
ね
。

ド
ラ
イ
バ

ー
に
お
願
い



(4) 広報うおづ平成3年 3月

a .. 
1:1 申の税

申
告
書
の
提
出
期
限
は

3
月
日
日
で
す
。
ま
だ
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方

は
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
結
構
で
す
。

④
医
療
費
控
除

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
明
細
書

⑤
生
命
保
険
料

・
損
害
保
険
料
控
除

支
払
っ

た
保
険
料
の
-証
明
書

⑥
雑
損
控
除

被
害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
控
除

に
関
す
る
明
細
書

・
領
収
書
な
ど

⑦
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

登
記
簿
謄
本

・
住
民
票
の
写
し

・

売
買
契
約
書

・
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書
な
ど

~申
告
を
し
な
い
と

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
申
告
を
し
な
い
場
合
や
、
必
要
な

事
項
が
申
告
書
に
-記
入
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
所
得
証
明
書
等
が
発
行

で
き
な
か
っ
た
り
、
各
種
控
除
額
の

計
算
が
で
き
な
い
た
め
、
余
分
な
税

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納

得
の
い
く
税
金
が
納
め
ら
れ
る
よ
う

正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

第
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書
用
紙

②
印
鑑

③
一
年
間
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

(
源
泉
徴
収
票

・
給
与
支
払
明
細

書

・
営
業
の
売
上

・
仕
入
明
細

納
税
貯
蓄
組
合
へ
の

加
入
を
H
H

…

侵

利

均

納

税

の

完

治

口
座
振
替
制
度
の

ご
利
用
を
グ

こ
の
制
度
を
ご
利
用
に
な
る
と

支
払
い
の
た
め
の
手
聞
が
省
け
、
し

か
も
安
全
、
碓
実
で
す
。
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
市

内
の
取
り
引
き
金
融
機
関
へ
、
預

金
通
帳
と
届
出
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

び
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
な
ど
の

資
料
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
提

。
所
得
の
な
か
っ
た
方
や
学
生
等
申
出
し
て
く
だ
さ
い
。

告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
で
も
、
そ
※
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は

の
旨
申
告
書
に
記
入
の
う
え
、
市

税

魚

津

市

役

所

税

務

課

務
課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

g
n
l
2
2
0
0
内
線

m
-m

こ
の
連
絡
が
国
民
年
金

・
児

童

手

魚

津

税

務

署

当
な
ど
の
福
祉
関
係
事
務
の
資
料
及

宮
但
1
1
3
7
0

川
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
や
川

川

川

川
川
川
川
名
儀
変
更
は

3
月
末
ま
で
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年

4
月

1
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

年
度
途
中
で
異
動
が
あ
っ
て
も
、
新

た
に
課
税
さ
れ
た
り
還
付
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

車
を
廃
車
や
譲
渡
な
ど
さ
れ
て
い

る
と
き
、
ま
た
車
を
所
有
し
た
ま
ま

市
外
へ
住
所
を
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、

必
ず

3
月
訂
日
ま
で
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

不
用
な
申
告
書
は

車 種 手続き場所

原付バイク 市 役 所

( 125c.cまで) 22-2200 

小型特殊自動車 内線 131

ノ〈イク
富 山陸連支局

125c.cを超える (0764)23-6618 
もの

富山県

四 輪 軽自動車協会

(0764) 24 -6420 

納
税
貯
蓄
組
合
は
、
納
税
の
た
め

の
貯
蓄
を
し
よ
う
と
い
う
人
々
が

自
主
的
に
組
織
し
た
団
体
で
す
。

納
税
時
期
に
な
っ
て
支
払
い
に
困

っ
た
り
、
納
期
を
忘
れ
て
督
促
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
納
税
貯
蓄

組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

ん
か

平
成

2
年
度
市
税
の
納
期
限
は
、

2
月
お
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
納
税
通
知
書
を
調
べ
ら

れ
納
め
忘
れ
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
す
ぐ
納
税
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

も
し
、
納
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ

る
と
き
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
相
談
に

応
じ
ま
す
か
ら
、
税
務
課
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。



4
月
7
日《
H
Vは

県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

任
期
満
了
に
伴
う
富
山
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
3
月
お
日
(
木
)
に
告
示

さ
れ
、
4
月
7
日
(
日
)
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
わ
だ
く
し
た
ち
住
民
の

意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で

す
。
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

。
投
票
の
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時

。
投
票
で
き
る
人

昭
和
必
年
4
月
8
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
平
成
2
年
ロ
月
お
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
投
票
日
ま
で
市
内

に
在
住
し
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

。
不
在
者
投
票

マ
投
票
期
間

平成3年 3月広報うおづ(5) 

3
月
初
日
(
金
)
1
4
月
6
日
(
土
)

マ
投
票
時
間

午
前
8
時
初
分

i
午
後

5
時

マ
投
票
場
所

市
役
所
第
2
会
議
室

(
2
階
)

※
印
鑑
(
認
印
可
)
を
ご
持
参
く
だ

支
」
い
。

そ
の
他
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ

る
人
の
た
め
に
「
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
」
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
手
続

き
や
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

宮
②
2
2
0
0
内
線

2

3
1

。
投
票
所
の
変
更

魚
津
第

3
投
票
区
は
、
大
町
幼
稚

園
か
ら
大
町
小
学
校
に
変
わ
り
ま
す
。

旧
加
積
第
2
投
票
区
の
一
部
(
吉

島
8
区
、
高
校
前
住
宅
区
)
と
旧
道

下
第

2
投
票
区
の
一
部
(
北
鬼
江

l

区
、
釈
迦
堂
区
、
高
畠
区
)
は
、
加

積
第
3
投
票
区
と
し
て
、
東
部
中
学

校
に
変
わ
り
ま
す
。

『ま
ず
一一消
そ
う
火

へ
ゆ
鈍
感

春
の
火
災
予
防
運
動
が
、
3
月
初
日
(
水
)
か
ら
お
日

(
火
)ま
で

「
ま
ず
消
そ

う

火

へ

の

鈍

感

無

関

心

」

を
統
一
標
語
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
日
毎
に
暖
か
く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
時

期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
南
風
を
伴
う
た
め
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
大
惨
事
を
引
き
起
し
か
ね
ま
せ

ん
。

こ
の
期
間
を
契
機
に
、
火
気
の
正
し
い
取
り
扱
い

方
や
万
一
の
応
急
惜
置
に
つ
い
て
、
家
庭

・
地
域

・
職

場
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
消
防
署
で
は
消
防

訓
練
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
い
ま
す
の
で

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

訓

練

3
月
但
日
(
日
)

と
こ
ろ
中
央
通
り
一
帯

※
訓
練
時
に
は
、
一
般
道
路
を
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
な
が
ら
走
行
し
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
場
所
で
、
一

斉
放
水
を
行
い
ま
す
の
で
、
水
損
防
止
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
…

0
防
火
推
進
地
区
の
防
火
指
導

一.

と

き

3
月
M
日
(
日
)

午
前
9
時
ぬ
分

と
こ
ろ
晴
海
ケ
丘
地
区

。

小
学
生
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
展
示

「

と

き

運

動

期

間

中

岨

と

こ

ろ

魚

津
郵
便
局
ギ
ャ
ラ
リ
ー

い

※
消
防
署
で
は
、
町
内
会
や
婦
人
会
な
ど
に
対
し
、
防

t

火
訓
練
や
防
火
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
の
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
、
問
い
合
わ
せ
は
、
魚
津
消
防
署

g
M
|
O
2
9
5
予
防
課
ま
で
。

。

消

防

、
と
主
』

午
後
1
時
ぬ
分

Lコ

火
の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。

2

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
、
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い
。

3

ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

4

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

5

煙
突
の
貫
通
部
は
、
可
燃
物

か
ら
十
分
は
な
す
。

6

子
供
は
、

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

7

風
の
強
い
時
は
、

し
な
い
。

た
き
火
を



(6) 広報うおづ平成3年 3月

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
の
新
し
い
形
の
施
設
で
す
。
ー
人

な
い
し

2
人
(
夫
婦
等
)
部
屋
で
個

人
を
尊
重
し
た
形
態
が
取
ら
れ
て
い

ま
す
。
老
人
ホ

l
ム
と
住
宅
と
の
性

入

所

要

イ牛

年
齢
は

ω歳
以
上
で
、
原
則
と
し

て
日
常
生
活
、
動
作
す
べ
て
に
介
助

を
要
し
な
い
者
、
か
つ
痴
呆
等
に
よ

る
問
題
行
動
の
な
い
人
。

入

所

負

担

金

収
入
に
応
じ
て
負
担
額
が
き
ま
り

ま
す
。
一

カ
月
の
費
用
約
五
万
円
か

ら
十
万
円
必
要
で
す
。

こ
れ
以
外
に
入
所
時
に
敷
金
二
十

万
円
必
要
で
す
。

格
を
合
わ
せ
持
っ
た
中
間
的
な
施
設

で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
と
の
大
き
な
違
い
は
、
入
所
者

が
介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
、
入
所
し
た
ま
ま
で
ホ

l
ム
ヘ

ル
パ

l
等
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

企魚津ハウスの完成予想、図

図内V案

川
医
療
サ
ー
ビ
ス

隣
接
す
る
協
力
病
院
が
あ
り
常

時
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

ω食
事
サ
ー
ビ
ス

毎
日
三
食
で
、
メ
ニ
ュ
ー
は
選

択
で
き
る
。

ω住
サ
ー
ビ
ス

個
人
室
制
(
た
だ
し
三
組
は
夫

婦
室
)
各
室
に
便
所

・
洗
面
所

・

キ

ッ
チ
ン

・
物
入
れ
が
設
置
。

こ
の
外
冷
暖
房

・
電
話

・
ベ
ッ

ト
又
は
畳
。

直
接
施
設
か
市
社
会
福
祉
課
に
、

一
階
に
は
食
堂

・
売
庖

・
一

般

ご

相

談

、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

浴
室

・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
等
。

新
川
ヴ
ィ
l
ラ

宮
⑫

6
1
2
6

ω相
談

・
助
一
言

・
緊
急
時
の
対
応

・

魚
津
市
役
所
社
会
福
祉
課
福
祉
係

自
主
活
動
へ
の
協
力

・
外
部
サ

l

g
②
2
2
0
0
内
線

1
2
6

。q
z
E
J
Z
b
d
F
b
d
Z
G
q
h
E
d
z
a
d
z
b
d
F
G
q
b
'白
qbuvhpbqu'ぬ
qu'白
qh
，。qu'Gqu
，。q
b白
q
，
白

gh
，。q
bぬ
qu'Gqu
，。q
bぬ
qbaqu'白
qu'aqbbqu'GquEqu'

す
'
)

れ

で

由

と

や

ー

町

ま

中

自

歳

ち

日

木

生

所

不

百

い

し

村

日

入

ど

も

じ

ざ

下

2

に

な

で

お

ご

(

月

設

話

と

な

目
、

7
ん

2

施

会

、

気

主

?

さ

年

健

、

く

元

u
t
郎

M
保

耳

な

訟

で

次

治

人

、

が

い

の

め

由

明

老

目

ろ

な

投

手

津

、

こ

え

す

わ

j
崎

魚

が

と

思

で

Z

河

す

な

は

ん

施

設

及

び

定

員

魚
津
病
院
に
隣
接
し
て
い
て
鉄
筋

五
階
建
、
入
所
定
員
は
五
十
人
、
居

室
は
一
人
用
四
十
四
室
、
夫
婦
用
三

室
。入

所
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

ママ マ ママ
主こと と 変d こと と 街，，_ ..... 

催ろ き の ろき
30 9 V./ 10 頭

魚津 魚f所広ま津市前晶主分 時 3 川堅E‘F魚津 崎 3 
30月 1月

ラ 分 27 急サ午後 16 齢ttV¥ 
イ 1 日 献 ン日
オ 午後 ( プ 3~ 
クン さ 血 ラ時主 血

ラズ 4 午目Jj ザ 30午Hリ
ブ 時 前分

ビ
ス
の
利
用
斡
旋
(
ホ
l
ム
へ
ル

パ

l
利
用
等
)

入
所
の
申
込
み



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
聞
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
一
口
医
学
特
集
で
す
。

高
血
圧
は
血
管
に
起
こ
る
障
害
で

あ
り
、
血
液
を
調
節
す
る
臓
器
が
心

臓
で
す
か
ら
、
高
血
圧
と
心
臓
の
関

係
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
に

高
血
圧
と
じ
ん
臓
病
の
関
係
が
深
い

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。

高
血
圧
が
あ
る
と
じ
ん
臓
の
機
能

を
お
か
し
や
す
く
、
ま
た
じ
ん
臓
病

が
あ
る
と
二
次
性
高
血
圧
を
誘
発
し

や
す
い
、
と
い
う
互
い
に
足
を
ひ
っ
ぱ

〔
自
分
の
血
は
自
分
で
管
理
〕

平成3年 3月広報うおづ(7) 

り
合
う
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
す
。

特
に
注
意
し
た
い
の
は
、
高
血
圧

が
あ
る
た
め
に
じ
ん
臓
の
動
脈
を
硬

化
さ
せ
、
じ
ん
硬
化
症
、
い
縮
じ
ん

尿
毒
症
と
い
っ
た
コ
ー
ス

¥
ー
ー
ー

を
た
ど
る
こ
と
。

一
一

1
コ

硬
化
が
進
む
に
つ
れ
、

・
一

恒

5
1

じ
ん
臓
は
小
さ
く
な
り
、

-
一
ヨ
弓
コ

い
縮
じ
ん
と
呼
ば
れ
る
状

一
一

v
j
F

態
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い

・
一
「
引
当

う
と
き
は
夜
間
の
排
尿
回
・誌

に

H
」

数
が
増
え
、
尿
に
た
ん
ぱ

……-
一

=

く
を
も
た
》
り
し
た
り
む

:
曲

E

く
み
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

f
i
-
-

た
り
し
ま
す
。
さ
ら
に

尿
毒
症
へ
と
進
め
ば
生

命
に
も
か
か
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

血
圧
の
高
い
人
は
、

じ
ん
炎
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
、
す

で
に
い
縮
じ
ん
の
あ
る

人
は
、
安
静
に
療
養
し

予
防
の
併
発
に
注
意
し

去

AF--レ
ょ
、
っ
。

滋??
キ
ル
一以
防
ん
一周
囲
炎

ア
キ
レ
ス
け
ん
は
、
か
か
と
の
す

ぐ
上
方
に
あ
る
人
体
の
中
で
は
最
も

大
き
な
け
ん
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
中
な
ど
に
切
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ア
キ
レ
ス
け
ん
周
囲
炎

の
方
は
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
。

ア
キ
レ
ス
け
ん
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な

ど
で
か
か
と
が
地
面
に
つ
く
と
き
に

衝
撃
が
加
え
ら
れ
、

い
つ
も
ス
ト
レ
ス
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
中
高
年
に
な
る

信
回鴇「阪申告側略j

と
け
ん
の
柔
軟
性
や
耐
久
性
が
低
下

す
る
の
で
、
過
度
の
負
担
が
加
わ
る

と
ア
キ
レ
ス
け
ん
に
痛
み
を
起
こ
し

ゃ
す
い
の
で
す
。

ア
キ
レ
ス
け
ん
が
痛
む
と
き
は
、
け

ん
組
織
が
徐
々
に
部
分
的
な
断
裂
を

〔
ア
キ
レ
ス
け
ん
の
痛
い
と
き
は

無
理
を
せ
ず
に
〕

起
こ
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
ア
キ
レ
ス
け
ん
周
囲
炎
で
す
。

痛
み
を
我
慢
し
て
走
っ
た
り
歩
い

た
り
し
て
い
る
と
慢
性
の
炎
症
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
無
理
を
せ

ず
な
る
べ
く
安
静
に
し
た
方
が
よ
く
、

医
師
に
相
談
す
る
と
消

炎
剤
の
外
用
薬
な
ど
を

処
方
し
て
く
れ
る
で
し

ト
?
っ
。

-dιvJ
t
k
J
/

町、qL
1
7ι1
?

争、・JL
、・dLV
、・t
rJ

tr

、./町、
7
e

、7ιv
λ
/
v

、A7
r
T
A
r-

ガ
ス
中
毒
で
倒
れ

て
い
る
人
を
発
見
し

た
時
は
、
い
き
な
り

飛
び
込
ま
ず
、
ぬ
ら

し
た
タ
オ
ル

、

ハ
ン

カ
チ
な
ど
で
自
分
の

口
と
鼻
を
お
お
い
、

息
を
止
め
た
ま
ま
部

屋
に
入
り
ま
す
。
タ

オ
ル
を
ぬ
ら
す
余
裕

が
な
け
れ
ば
、
胸
い

っ
ぱ
い
息
を
吸
い
込

み
、
息
を
と
め
た
状

態
で
部
屋
に
入
り
、

息
苦
し
く
な
っ
た
ら

無
理
を
せ
ず
い
っ
た

ん
外
に
出
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
度

大
き
く
息
を
吸
っ
て
部
屋
に
入
り
、

窓
や
戸
を
開
け
放
ち
ま
す
。

こ
の
と
き
、
電
灯
や
換
気
扇
の
ス

イ

ッ
チ
を
入
れ
た
り
、
ラ
イ
タ
ー
を

使
う
の
は
禁
物
で
す
。
中
毒
者
を
新

鮮
な
空
気
の
場
所
へ
運
び
出
し
、
衣

服
を
ゆ
る
め
て
呼
吸
し
や
す
く
し
、

毛
布
で
体
を
く
る
む
な
ど
保
温
に
も

気
を
つ
け
、
救
急
車
を
待
ち
ま
す
。

も
し
救
助
が
長
引
き
そ
う
な
ら
、

へ
た
に
動
き
回
る
よ
り
、
救
急
車
の

到
着
を
待
っ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ガ
ス
中
毒
で
は
救
助
者
が
倒
れ
て
し

ま
う
二
重
事
故
が
少
な
く
な
い
か
ら

で
す
。
ま
た
、
ガ
ス
の
充
満
し
た
部

中
年
す
ぎ
の
人
が
突

然
ア
キ
レ
ス
け
ん
が
は

れ
た
り
痛
く
な
っ
た
と

き
は
痛
風
も
考
え
ら
れ

ま
す
か
ら
、
そ
の
検
査

を
受
け
る
必
要
も
あ
る

で

L
ょ、っ
。

令、dptv
、dノι
史、・d'v
、.dιy
、qJ
品、Aヲ
rv

、.Jιv
、・Jι
官、・Jι
、.dιY
2
J
tv

、.

屋
に
長
く
い
る
と
、
そ
の
時
は
何
で

も
な
く
て
も
、

事
故
後
一
週
間

i
二

週
間
た
っ
て
か
ら
ガ
ス
中
毒
の
症
状

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場

合
、
救
助
者
も
医
師
の
診
断
を
受
け

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

包

(
0
7
6
4
)
担

'
0
0
0
3

3
月
の
テ
ー
マ

(
月
)
居
眠
り
と
無
呼
吸
症
候
群

(
火
)
子
供
の
ぎ
ょ
う
虫
対
策
は

家
族
み
ん
な
で

(
水
)
見

つ
け
に
く
い

騨
臓
が
ん

(木
)6
歳
未
満
の
歯
の
治
療
は

5
割
増
し

(
金
)
老
人
と
補
聴
器

(土

・
日
)
ス
ト
レ
ス
と
旨
の
調
子



(8) 

お問い合わせは

魚津市健康センター

(吉島)ft24-3999

広報うおづ平成3年 3月

(3周〉だより
“誘い合い年に一度はがん検診"

日7月4 31 24 21 17 10 3日月3 日7月4 31 24 21 17 10 3日月3 

所在地霊苓目i堂問E療診日 療書医セ新川地| 

日 日 日 日 日
歯科

日 日 日 日 日 3 
日 日 日 木 日 日 日 日 日 日 木 日 日 日

月

医院吉科見歯 監崎村喜
賞

医院平井歯科
長思
科歯医院代子科内

島

伶望
江幡医院 手外ヰ平井整形

羽

摘院魚r空丘指 寺崎医院 鈴木医院
沢

科歯エ回市 医院科歯回 医院回
口

宮 三黒部市科内、午後時7暗日日、 1夜匡間目】不
医院科外

@。7部市剛黒消防否向昭 市日 科i，iL 目時i祝目 、;1 @宮。部市黒= 
宮@O07神新黒部市天 @宮35部植黒市木

@宮0部三黒市
宮@810黒部市生地華宮?O部Z 黒山 宮@O部市三黒

j兵 末 新 大 上 双 本

さ5経回 @ E 0 広町 包@ 0 金屋 宮@ 1 光寺 宮@ 3口 宮@ 8 葉町 @ E l江
※珍療時間l立、いず

44 町島 7日 1日 。 8 6 5 6 8 7 3 外 タ
一1 2市 。 6市 れも午前9時から 5 8 4 6 2 5 

9 。 3 7 I 7 午後511寺まで。 2 8 2 7 9 。 7 

内
，廿宮内予 対 象 と き と

、，
ろ イ庸 考」

母親学級 (8) 妊婦とその家族 3月22日幽 9: 30-16:00 ー+ーーーーーーー-ーーーー争 昼食をご持参ください。

育児サロン 幼児と保育者 3月8日幽 9:45-11:30 
魚津市健康センター

3月14日(柑 13:00-13: 30 
4か月児健診 4 台、 月 児

3月28日(柑
ーー.._-ーツベルクリン反応検査を併せ

13 :00-13 :30 

..ー一一・・・・・・・・・ー
て行います。

8か月児健診 8 台、 月 児 3月13日(水) 13 : 00 -14 : 00 麻しんの接種券を発行します。

離乳食講習会 1/ 3月15日幽 13 : 00 -13 : 30 
0・ーーーーーーーー-l惨

歯ブラシとタオルをご持参〈

1歳6か月児健診 H1年8月生まれの児 3月26日(刈 13 :00-14: 00 ださい。

股関節脱臼検診 j筒 3 台、 月 児 3月7日(木) 13: 00-13: 30 魚津保健所 お母さんの貧血検査も行います。

心の健康相談 一 骨生 市 民 随時 13 : 30 -15 : 00 魚津保健所 老人ポケの相談も受けます。

機能訓練
脳卒中後遺症のある人

3月7日(木) 10 : 00 -15 : 00 
魚津市健康センター

訓練は 10 : 00 -12 : 00 

(リハビリテーション) 3月28日(木) 10:00-15:00 

健 康 相 談 骨支 市 民
3月7日(木) 13: 00-14: 00 魚津市健康センター 血が圧受1けItIJ定られ・心ま電す。図・検原診察

一
3月5日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘 血圧測定、相談

ツベルクリン反応検査 8 台、 月 児 3月13日(水) 13 : 30 : 14: 00 
魚津市健康センターS.C.G予防接種 1/ 3月15日幽 13: 30-14: 00 

-料金 720円
たfごし、 4月1日-3月31

胃かん検診 一 均支 市 民 毎週水曜日 9:00-11:00 黒部保健所 日に 40 、上50の、6人Oi~民に無音11な料保る健。 人民と、70歳以 は
-申し込みは、 M，¥音11保所へ
宮 52-1224

市内産婦人科、病、医院
-料金 1，130円

子宮がん検診 一 骨支 市 民 随時
fこfごし、 4月l日-3月31

申し込みは、健康センター 日に30、40、50歳になる人は
520円。

三
種
混
合
予
防
接
種

マ
会
場
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

マ
時

間

午

後

1
時
加
分
i
E時

内容 対 象 とき 該当地区

百日せき ・第 1期=宍日縛繭 4月3日附村木、道下
ふ忠広J三 経団、西布施

ン
フア ア (24か月-48か月児)

J 月 (~加粉、上野方
破傷風 ・第2期ヨ恩忽ゑ懇意 4J=J5日間 片貝、天神、松倉
- ~=' O=I ^ ¥ I (第 l期完了後12か} 本江大町
(ニ種混合) l月-18か月の問/ 4月9日(刈 住吉:上中島

らこ ④その反 予接種防 ③ 過しい ② 接種前 いどじ①虫 接※ ん母・ き体

れとのあ応 去たれ るのんヲ熱じ 種 持参を 子健康手帳 て温 備
たが他るをにこん た臓、 で くは
幼 起おとの 1 め 、ま き だ
児不温接幼児こにい グある〕症 年以内 幼i開に肝た な さ宅白 I 

辺当E止種 しよて 状 療治し疾臓患な は い だ いで
と たり、 心 幼 さ、 。計考
認 ιをこ、こ H仙J 起を に 臓 児 い印つ

め1 と副の喝こけ て 。か て

北 電だよ り
3月25日は「電気記念日」

明
治
十
一
年
三
月
二
十
五
日
、
東

京
虎
の
門
に
あ
っ
た
工
部
大
学
校
(
東

京
大
学
工
学
部
の
前
進
)
で
、
日
本

で
初
め
て
ア
ー
ク
灯
が
と
も
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
の
電
気
事
業
発
展
の
出

発
の
日
と
し
て
、
こ
の
日
を
「
電
気

記
念
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

原
子
力
、
火
力
、
水
力
、
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組

み
合
わ
せ
て
、
安
定
し
て
電
気
を
つ

く
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。



明
る
く
心
豊
か
な
食
車
は
、
家
族

の
活
力
の
元
で
す
。
正
し
い
食
生
活

の
知
恵
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
年
間

ロ
回
継
続
し
て
参
加
で
き
る
意
欲
の

あ
る
方
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

V
期
間

3
年
4
月
i

4
年

3
月

(
ロ
回
コ

l
ス
)

午
前

9
時
初
分

1
午
後
2

時
初
分

V
と
こ
ろ
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

V
参

加

料

無

料

V
定

員

約

ω名

V
申
込
先
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

V
と
き

実

施

予
定
日

4
月
四
日

5
月
口
日

6
月
幻
自

7
月
四
日

8
月
初
日

平成3年 3月

9
月
初
日

日
月
同
日

日
月

8
日

広報うあ、づ

ロ
月
6
日

1
月
口
日

2
月
幻
日

(9) 

3
月
6
日

講

義

(
9
時
却
分

i
m
時
却
分
)

開

講
養

学

栄栄

養

学

栄

養

学

栄

養

学

栄

養

学

高

血

貧
正

我
が
家
の
食
事
診
断

献

J.L 

信

r
，A1
・

も

て

月

8
μ
ー

3
9
9
9

V
申
込
締
切

3
月
初
日

V
日
程
左
記
の
と
お
り

式

貧

血

予

防

食

I 

調

理

実

習

(
叩
時
ぬ
分
l
u
時
)

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
軽
食

調

理

の

基

本

バ
-
フ
ン

ス

食

II I
 

T
E
E
-
-I
 
夏

パ

テ

予

防

食

W 

老
人
に
菩
ば
れ
る
食
半

V 

肥
満
を
予
防
す
る
食
事

圧

高

血

圧

予

防

食

血

料
お

弁

当

料

理

成

幼
児
食
と
お
や
つ

な

料

し

講

義

(
日
時
i
U
時
ぬ
分

家
族
の
健
康
管
理

調

理

の

衛

生

食
品
の
組
み
合
せ
方

食
生
活
を
考
え
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と

成
人
病

カ

ロ

リ

ー

計

算

食
事
の
塩
分
計
算

運
動
の
効
用
と
実
技

理

こ

こ

ろ

の

健

康

加
工
食
品
、
冷
凍
食
品

健
康
で
楽
し
い
食
心

理

閉

講

パ
バ
…の
育
児
教
室

れづ…，

O
B

ん
いく

γ争

点
令
ー

初
め
て
パ
パ
に
な
る
人
、
な
ら
れ

た
人
、
子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

3
月
日
日
(
土
)

午
後
6
時
初
分

1

9
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
保
健
所

マ
内
容
O
映
画

。
講
演

「
弟
の
誕
生
」

「
パ
パ
も
子
育
て
を
楽

1
レ、も、っ
」

富
山
労
災
病
院
小
児
科

医

長

加

藤

泰

造

先

生

O
座
談
会
「
育
児
あ
れ
こ
れ
」

マ
申
込

・
問
合
せ
先

魚
津
保
健
所

宮

μー
0
3
5
9

※
マ
マ
も

一
緒
に
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師

式

不
調
細
川
一一
一
波
………
…
狭

山忠一

av
ゆ
ず
り
ま
す

マ
電
気
ス
ト
ー
ブ

マ
足
楓
器

マ
電
気
オ
ル
ガ
ン

(無
料
)

.
も
と
め
ま
す

マ
ミ
シ
ン

マ
ベ

ッ
ド

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
市
役

所
総
務
課
行
政
係
内
線
加
ま
で

鵬
グ
市
民
交
通
傷
害
保
険
d
v
.
v

・5
・

幽

闘

家

族

ぐ

る

み

で

加

入

し

ま

し

ょ

う

盟

関
.
.
.
.
・
.…………

3
6
0
円
で

1
0
0
万
円
の
保
障
圏

平
成

3
年

度

の

市

民

交

通

傷

害

保

汽

車

・
自
動
車

・
バ
イ
ク
・
自
転
車

険
の
手
続
き
は
、

3
月

1
日
(
金
)
か
な
ど
)
に
乗
っ
て
い
て
衝
突
し
た
り
、

ら
市
役
所
生
活
環
境
課
で
受
け
付
け
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね

て
い
ま
す
。

ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故

加
入
者
の
資
格

の
と
き
で
す
。
た
だ
し
、
航
空
機

・

当
市
に
住
ん
で
い
る
方
及
び
通
勤
船
舶
に
よ
る
事
故
は
支
払
い

の
対
象

・
通
学
し
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
も
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

1

事
故
に
あ
っ
た
と
き

人
2
口
ま
で
に
限
り
ま
す
。

直
ち
に
生
活
環
境
課
へ
ご
連
絡
く

安
い
掛
金
で
最
高
百
万
円
の
保
障

だ
さ
い
。
保
険
金
の
請
求
に
必
要
な

-
人

l
年
分
の
保
険
料
は
、

1
白

書
類
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

制
円
で
、

5
月
以
降
の
中
途
申
し
込
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

み
は
月
割
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合

g
n
ー
2
2
0
0

日
本
国
内
に
お
い
て
車
両
(
電
車
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
食
昂
パ
ッ
ク
類
は

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
臼
巳

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
矧
は
、

そ
の
優
れ
た
特
性
か
ら
、

包
装
材
料
や
耐
久
消
費
財

の
材
料
と
し
て
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日

で
は
さ
ら
に
、
流
通
の
高

度
化
や
製
品
の
高
機
能
化

の
結
果
、
日
常
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
部
分
に
浸
透
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
が
、
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
焼
却
さ
れ
る
と

ω高
カ
ロ
リ
ー
で
あ
る
た

め
、
焼
却
炉
を
傷
め
る
。

ω有
害
ガ
ス
が
発
生
す
る

た
め
、
大
気
汚
染
の
原
因

に
な
る
。

な
ど
焼
却
処
理
上
、
環
境

保
全
上
問
題
が
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
系
ゴ
ミ

は
、
ま
と
め
て
不
燃
物
の

日
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し

L
a晶
、
「
ノ
。

内
線
川

612L毘:
プラスチック類

信霊診錨
トしべ ぷ冷気段。

食昂パック類



。。

1
月
幻
日
、

砂
雪
に
学
び
H

H

雪
に

鍛
え
。

H

雪
に
親
し
む
。
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
魚
津
の
冬
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
「
魚
津
っ
子
雪
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
と
な
っ

た
桃
山
運
動
公
園
は
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
子
供
、
昔
の
子
供
、
大
昔
の
子

供
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

広報うおづ平成3年 3月

ん官州日.一
j

雪

E
7

山
一た
主

t一や一
一ず、

魚
津
つ
子
雪
ま
つ
り

4
1
月
U
日

「
火
祭
り
」

宕
神
社
の

d
縁
切開
~
J
9

1
月
お
日
、
魚
津
神
社

境
内
で
愛
宕
神
社
の
「
火

祭
り
」
が
行
わ
れ
、
ご
幣
、

正
月
飾
り
や
ダ
ル
マ
な
ど

を
燃
や
し
、
一
年
聞
の
無

火
災
と
無
病
息
災
、
商
売

繁
盛
を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時

代
に
、
火
災
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
火
伏
せ
の
神

が
祭
ら
れ
て
い
る
愛
宕
神

社
に
ご
幣
を
奉
納
し
た
の

が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
品
『

。

踊

田

の

り

1
月
初
日
、
小
川
寺
の
千
光
寺
光

学
坊
で
、

「
島
町
の
踊
り
」
が
被
露

さ
れ
ま
し
た
。

宮
田
と
は
、
神
様
に
お
供
え
す
る

農
作
物
を
作
る
田
の
こ
と
。

こ
の
踊
り
は
、

室
町
時
代
こ
ろ
か

ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞
で
、
獅

子
に
頭
を
か
ま
せ
て
豊
作
と
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。



-

H

九九
ジ
ャ
ン
ボ
チ
ョ
コ

プ
レ
ゼ
ン
ト

2
月
日
日
、
川
原
保
育
園
で
浬
般
市

団
子
(
お
釈
迦
の
団
子
)
作
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

2
月
日
日

に
は
団
子
ま
き
が
行
わ
れ
、
こ
の
日

訪
れ
た
吉
島
保
育
園
の
お
友
だ
ち
と

い
っ
し
ょ
に
た
く
さ
ん
団
子
を
捨
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
川
原
派
出
所
前
で
ド
ラ
イ

バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
「
安
全
運
転
し

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
、
団
子

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

ね
は
ん
だ
ん
ご
作
り

2
月
日
日
は
、
お
釈
迦
様
が
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
日
、
市
内
の
寺
々

で
は
浬
般
市
会
が
行
わ
れ
、
無
事
息
災

を
願
う
人
た
ち
が
お
寺
を
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

平成3年 3月広報うおづ。1)

み
ん
な
で

お
ひ
な
さ
ま
か
ざ
り

2
月
日
日
、
松
倉
保
育
園
の
園
児

た
ち
が
、
お
ひ
な
さ
ま
の
飾
り
つ
け

を
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ひ
な
ま
つ
り
の
歌
を
歌

っ
て
、

一
年
ぶ
り
に
会
う

雛
人
形
に
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

雛
人
形
た
ち
は
、

3
月

3
日
の
雛
祭
の
日
ま
で
、

園
児
た
ち
の
元
気
な
姿
を

ほ
ほ
え
ん
で
見
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
!
の

2
月
比
日
、

ユ
ニ

l
魚
津
庖
か
ら
つ
く
し
学
園
へ

ハ
ー
ト
型
の
ジ
ャ
ン
ボ
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
大
き
さ
は
、
縦

叩
セ
ン
チ
、
横
切
セ
ン
チ
、
厚
さ

7

セ
ン
チ
、
重
さ

7
キ
ロ
も
あ
り
、
園

児
た
ち
は
大
喜
び
。

理
容
奉
仕
し
て
日
年

1
月
お
日
、
魚
津
理
容
組
合
で
は
、

床
屋
さ
ん
の
休
日
を
返
上
し
て
老
人

ホ
l
ム
新
川
ヴ
ィ

l
ラ
で
理
容
奉
仕
。

こ
の
奉
仕
活
動
は
、

2
か
月
に

l
回、

昭
和
日
年
か
ら
始
ま
り
今
年
で
日
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

4

司
加
積
保
育
園

ー..... 

元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

慶

田

健

人

く

ん

(燕

・
千
代
美
き

ん
夫
妻
の
長
男
)
六
郎
丸

平
成

2
年
5
月
口
日
生
ま
れ

〈
お
母
さ
ん
の

て
言
》

健
康
で
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
グ

滝

本

彩

奈

ち

ゃ

ん

(
和
紀

・
博
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
木
下
新

平
成

2
年
6
月

5
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

女
の
子
ら
し
い
思
い
や
り
の
あ
る

子
に
な
っ
て
ね
ノ



(12) 

み
ん
色
喝
の
ま

w'v

広報うおづ平成3年 3月

受付中
‘，
 

M

V

川、

第
日
回
大
会
を
次
の
要
領
で
開
催

し
ま
す
。

昨
年
の
叩
回
大
会
を
記
念
し
て
実

施
し
た
小
学
生
の
部
(
3
1
m
)
を
正
式

種
目
に
加
え
、
広
く
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

.'~丸 正、

4
月
却
日
(
月
)
み
ど
り
の
日

雨
天
決
行

開

会

式

午

前

9
時

マ
集
合
場
所
魚
津
水
族
館

マ
招
待
選
手

2
名
予
定

マ
種
目
o
m
M
の

部

水

族

館

t霊
気
楼

ロ
ー
ド
(
青
島
地
内
)

o
m
M
の

部

水

族

館

t市
役
所

0
5
M
の
部
市
役
所
↓
水
族
館

0
3
M
の
部
中
央
通
り
(
富
山

銀
行
前
)
↓
水
族
館

マ
日
程
〈
ス
タ
ー
ト
〉

0
3
M
と
5
M
の
部
午
前
日
時

o
m
M
の
部
午
前
日
時
初
分

O
印
刷
の
部
午
前
日
時

ω分

マ
種
別
o
m
M
の
部
ご
般
男
子
・女
子
)

O
印
刷
の
部
(
鈎
歳
以
下
)
(
初
歳

代

)(ω
歳
代
)
(
印
歳
代

)(ω
歳

以
上
)
(
高
校
生
以
上
女
子
)
(
高

校
男
子
)

0
5
1聞
の
部

(
中
学
男
子
・女
子
)

0
3
h
の
部
(
小
学
4
年
1
6
年

男
子

・
女
子
)

マ
参
加
料

o
一

般

二

、
五

O
O円

O
高
校
生
二
、
0
0
0
円

。
中
学
生
一

、五

O
O円

。
小
学
生
一
、

0
0
0円

各
種
別
6
位
ま
で
と
各
種

マ
と
き

マ
表
彰

コース案内図

3
月
白
日
(
日
)
〈
当
日

消
印
有
効
〉
ま
で

マ
問
合
せ
及
び
申
込
先

.
魚
津
市
教
育
委
員
会
体
育
課

g
n

ー

2
2
0
0
内
線

4
5
1

.
魚
津
市
総
合
体
育
館

2
n
l
1
2
6
3
 

※
実
施
要
項
・
参
加
申
込
書
は
右
記

に
あ
り
ま
す
。

24 
日

日
3 
日

10 
日

17 
日

市
民

A
Q

一
A

き

3
月
口
日
(
日

市
総
合
体
育
館

マ
と
マ
と
こ
ろ

マ

種

目

〈
団
体
戦
〉
地
区
対
抗
戦

-
予
選
リ
ー
グ
を
経
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〈
個
人
戦
〉

①
小
学
生
の
部

(
4
年
生
以
下
の
部
、
5
・
6
年
生
の
部

各
男
女
)
②
中
学
生
の
部
(
男
・女
)
③
一
般
男
子
ご
部
・

二
部
)
④
一
般
女
子
ご
部
・
二
部
)
⑤
男
子
日
歳
以
上
の

部
⑥
女
子
シ
ニ
ア
の
部
⑦
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
(
卓
球

協
会
員
除
く
)

・
全
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

マ
申
込
方
法
市
総
合
体
育
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
間
合
先
市
卓
球
協
会
事
務
局

小
松

昇

E
M
l
2
3
4
0
 

日程

総
合
体
育
館
。ハ
ド
ミ
ン
ト
シ
大
会

1T 

名

総
合
体
育
館

事

日

第
6
回
魚
津
市フ
レ

ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
大
会

第
5
回
魚
津
市

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

日日

第
日
田
市
民
卓
球
大
会

日
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労働基準監督響力、らのお知らせ
問い合わせ

0富山県内の最低賃金決まる

平成3年 3月広報うおづ(13) 

O
通
知
小
学
校
の
新
入
学
児
童

(
昭
和
目

年
4
月

2
日
j
昭
和

ω年
4
月
1
日

生
)
の
保
護
者
宛
「
入
学
式
の
通
知
L

を
送
り
ま
し
た
。

届
い
て
な
い
方
は
、
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課

(
包
②

2
2
0
0
内

線
仰
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
学
校
の
新
入
学
生
徒
の
保
護
者

に
は
、
小
学
校
を
通
じ
て
「
就
学
校

指
定
通
知
」
を
届
け
て
あ
り
ま
す
。

受

付

午

前

8
時
i

8
時
初
分

開

式

午

前

9
時

幼
稚
園

(大
町

・
経
団
)

4
月
8
日
(刀
)

午
前
9
時

午
前
日
時

開受
式付

最低抗金の種類
故低1'(金額

適周年月日
白 書貝 H寺附j審員

富 山県最低抗金 4，016
111 
502円 2_ 10_ 1 

食料品 ・飲料 ・飼料製造業 4，079 510 63.11.26 

木村 ・木製品 ・家具等製造業 4，164 521 63_ 11. 29 

洋紙 ・板紙 ・学用紙製品製造業 4，600 575 2_ 11. 24 

パルプ ・紙 ・紙加工品製造業 4，181 523 63.11. 26 

出版 ・印刷 ・同関連産業 4，236 530 63_ 12_ 11 

高炉によらない製鉄 ・製鋼 ・製鋼圧延業 4，751 594 2.12.26 

非カ鉄ス金ト属製造第業1次製錬 ・梢製、非鉄金属 ・ダイ 4，739 593 2.12.26 

建ス築製用品金製属造業製品 ・アルミニウム ・同合金プレ 4，695 587 2 12 21 

業ト用ラ機ク械ター・装・金記t属等工製作造機業械 ・その他の一般産 4，748 594 2.12.19 

自動車 ・同附属品製造業 4，708 589 2.12.19 

上後?記の以各機外械の鉄器鋼具製・造金属業製品、 一般 ・輸送 ・制 4，306 539 元 2.18 

自動車整備業 4，209 527 元 2.18 

電気機械器具製造業 4，257 533 2.11.22 

多P 7τ&E r 業 4，198 525 元 1.16 

ソ~し 業 4，041 506 元.1.16 

0法定労働時聞か変わります
4月1日から施行

「労働時間等に係る暫定措置に関する政令J(労基法第32条1項)が改正され

ました。

0一週間の法定労働時間を短縮

卒
業
式
・
卒
園
式

小
学
校

3
月
刊
日
(
火
)

中
学
校

3
月
日
日
(
月
)

幼
稚
園

3
月
初
日
(
水
)

※

会

場

各

小

・中
学
校
、
幼
稚
園

46時間 (4週 5休制相当)一→44時間 (4週6休制相当)

046時間労働制適用を猶予されていた事業場は…

46時間制を適用 (平成5年 3月31日まで猶予)

0労働時聞の特例が認められていた事業場 (5人未満の商業 ・映画 ・保健衛

生業等)

平
成
3
年
度
に
市
内
の
小
・

中
学

校
に
入
学
す
る
児
童

・
生
徒
は
、

小

学
校
間
名
、
中
学
校
側
名
で
す
。

(同
制
凶
閣
の

小
学
校

4
月
6
日
(
土)

受
付
各
学
校
で
定
め
た
時
間

開

式

午

前

9
時

中
学
校

4
月
8
日(月
)

炉ど1日8時間、 1週48時間

また、規模300人以下の事業場の年次有給休暇の最低付与日数が

6日一→ 8日

1日9時間、 1週54時間 一→

4
湾
の
の
~歩嗣
w玄
畑お州
一

4
月
の
歩
こ
、
う
フ
会
は
、
幻
日
(
日
)
に

パ
ス
で
北
山
下
車
。
池
谷
|
|
小
菅

沼
|
|
松
倉
城
跡
へ
と
、
早
春
の
山

野
を
約
6
キ

ロ
余
り
散
策
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前
9
時

ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
り
く
だ

さ
い
。
中
食
持
参
。

(
交
通
費
は
各

自
負
担
)。

事
ー
ーヨヨ

功
例

に引き上げ.られます。

• 

0
開
園
期
間

3
月
幻
日

1
日
月
初
日

O
開
園
時
間

午
前
9
時
j
午
後
5
時

O
入
園
料
大
人
間
円

小
人
日
円• 



injormation 

ご寄付ありがとう
ございましたく敬称船

b善意銀行へ

吉本周三上口一丁目

後藤俊通上口二丁目

(制島津ゆきゑ 六郎丸

片員小学校児童会

(伺魚津銀金吉 島

野村幸男立 石

浜藤忠弘諏訪町

谷口一雄東尾崎

真成寺、長教寺寒修業浄財金

高谷元次郎金浦町

古金国雄新角川一丁目

上口保育園職員一同

田林勉吉島

本江元町町内会代表小坂

竹 俊雄上口二丁目

植木学吉島

木田勝治新金屋一丁目

友田道治新角川二丁目

松田秀悦新金屋一丁目

浜田 茂大光 寺

有沢武雄本町二丁目

前田 豊一持光寺

魚津郵便局

友道幸町婦人会

魚住勝雄火の宮町

山崎憲良川 縁

戸島清六双葉町

宮島由一上口二丁目

北陸之 吉島

)
 

an--l
 

f
l

、
広報うおづ平成3年 3丹

せら失ロお

30，000円

50，000円

100，000円

19，484円

5，000円

5，000円

100，000円

30，000円

43，550円

50，000円

30，000円

3，600円

50，000円

3，500円

50，000円

10，000円

50，000円

10，000円

50，000円

30，000円

5，000円

30，000円

15，000円

3，000円

100，000円

50，000円

50，000円

50，000円

50，000円

その他の相談市役所で合22-2200

教背湖沼談

毎週月 ・木曜日

午前9時~午後5時

教育センター相談室

心部 ごさ溜;談

き

0ところ

0と

無料法待相談受定員6名)

0とき 3月26日ω 午後 1時-4時
0ところ 第5・6会議室 (3階)

県弁護士会の弁護士が相談に応じます。

ご希望の方は、前日までに市民相談室

へお申し込みください。 内線161

行 :政 :稲談
毎週金曜日

午前9時~午後3時

0ところ 福祉センター (百楽荘)

A.権:紹:談

き0と

毎月第 1・第3木曜日

午後 1時-4時

市民相談室(1階)

き。と

0とき 3月8日幽午後 1時-4時

0ところ 魚津サンプラザ3階

パ町長護霊濁相談

市民稲談

0ところ

き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前10時~午後

6時 (土曜日は午後 1時まで)

0ところ 魚津サンプラザ1階

表示登誌の無料相談

0と

き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前9時~午後

5時 (土曜日は午前12時まで)

0ところ 市民相談室(1階)

内 :職率Il:::U談

0と

160kmを超える通話は
全国どζーをも同じ料金に
3月19日(刈午前0時から実施予定

3分240円

3分140円

3分130円

4月1日は表示登記の日

き 4月1日(月)

午前10時~午後3時

富山県土地家屋調査士会館

富山市牛島新町8-22 

ft (0764) 32ー2516

※4月1日(月)から6日仕)までは、土地家屋調

査士会の各会員事務所でも可能です。

不動産無料相談

毎週火 ・水 ・金曜日

午前9時~午後4時

0ところ 商工観光課 (3階)

高祭齢者職業相談

き。と

0と

0ところき 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前9時~午後

5時 (土曜日は午前12時まで)

0ところ 高年齢者職業相談室(1階)

無料住宅;総談

。と

間

間

畳

夜

=不動産の評価、賃料、登記、税金等=

0とき 4月3日(7同

午前10時~午後4時

県民会館 6階601号室

3月13日(7)¥)

午前10時~午後4時

0ところ 市役所会議室

ご希望の方は、市民相談室へお申し込

みください。 内線161

き。と

NTT 夜深

ガ
ソ

ー;ン
箆i

..三;曜
公当
話番
G庖

31 24 17 10 3 3 
日 日 日 日 日 月

日 日 日 日 日

三物産和石富油山撞蚕小I幸H省油シ子

富 浜朝三 広三品 = 浜山広 富

三産和物石富油山単蚕小幸省油ン与山岡日和
田和川 書産t商由

岡崎田山

石商石物 石物石 石石石石

油庖油産 油産油 油油油油
---、、_.---.、戸一、---、 ，..ー、、，戸-、，......、，.---.. ---、、〆'ー、、，ー"，..-、、_.---.、_.---.、_.---.、，.......、戸-、、_.---.、，...画、、〆圃『、、

本住吉友
双葉川友上村木 吉 光寺大本吉 広末住本吉

本住吉友

新吉島道 町 縁 道 島 江 島 町吉江島 新吉島道
、、_./'--"、---、、_./ 、---、、_./、、_./、、_./ 『、_./、、_./、、_./、、_./ 、ー-'、、_./、、_./、、_./ 、---、---、---、、----

ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス合22-3600

0ところ

3 
月
の:
{来 し
安i，¥'>t
調ガ
査ス

今
月
の
保
安
調
査
は
次
の
地
区
で

実
施
し
ま
す
。

実
施
地
域
・
・
・
魚
津
地
区
(
諏
訪
町
)

調
査
は
県
認
定

L
P
G
保
安
セ
ン

タ
ー
新
川
地
区
支
所
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。

g
M
|
5
3
4
0

L
P
ガ
ス
を
安
心
し
て
使
用
し
て

戴
く
た
め
に
、
メ
ー
タ
ー
器
に
は
、

マ
イ
コ
ン
・
メ
ー
タ
ー
を
お
勧
め
し

ま
す
。



平成3年 3月広報うあ、づ。。

さけ・ますの採捕禁止

=早月川、片貝川

河口付近=

information 

あなたのチャレンジ待ってます

平成3年度概技能検定

せら失ロ

さけ、ますの河川へのそ上を促すため、

富山県漁業調整規則の一部が改正されま

した。 (施行…… 4月1日)

。主な改正点

・早月川 10月1日から12月31日までの

問、河口中央から半径380m 

以内の海域での採捕禁止。

10月1日から12月31日までの

問、河口中央から半径280m 

以内の海域での採捕禁止。

禁止期間内に、 禁止区域内できけ、ま

すを捕獲したときは、直ちに海中へ戻し

てください。

今回の改正は、漁業者だけでなく 一般

の遊漁者も規制の対象になります。

。間合先 県庁水産漁港課

宮 (0764)31-4111内線585

-片員川

0検定職種造園、鋳造、鉄工など46種

0受検申請受付 4月1日(月)-12日幽

0提出先富山県職業能力開発協会

富山市新富町 2-4 -22 

富山商工会館ビル6階

宮(0764 ) 32 -9883 

上記又は

富山県職業能力開発課

宮 (0764)31-4111内線532

※申請用紙は、最寄りの商工会議所、商

工会にもあります。

海銀免}僚の要務及び51表換え;

0間合先

ワープロ技術講習

5月10日幽-7月2日(刈

計21回

午前 9時~午後3時

魚津地域職業訓練センタ-

20名

無料 (教材費は自己負担)

ワープロ検定3級を目標

終了後就業を希望する 人

4月9日(刈-5月2日(柑

魚津市役所商工観光課内

就業相談コーナ-

ft22-2200内線311

お

問

0時間

0場所

o定員

0受講料

0内容

0対象

。申込期間

0申込先

0期

0期 日 3月10日(日)午前 9時

0場 所魚津漁業協同組合2階

0間合先 魚津海洋スポーツ協会事務局

(森本漁具庖内)本町1-6-4ft23 -0025 

※当日は、海難防止講習会があります。

:台湾:市麹発事業等従事者研修会

3月6日(7同午後 1時30分

魚津市役所3階大会議室

胸懐石松や

女将河口 真由美氏

「サービス業から得た私の意識改革」

日

所

師

期

場

講

0

0

0

 

j寅題

資 格 等

免

高卒以上
普 免

経験
3年以上

不問

免

払可

問

:;1ft. 
目

不

普

不

農
業
者
年
金

現
況
届
の
提
出

キャプテン・サービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー・水族館無料休憩所一

3
月
1
日
i
引
白

経
営
移
譲
年
金
、
農
業
者
老
齢
年

金
の
受
給
者
の
皆
さ
ん
、
現
況
届
の

提
出
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
か
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で、

毎
年

1
回
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

0
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
者

た
だ
し
、
次
の
者
は
除
き
ま
す
。

①
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者

②
平
成

2
年

4
月
1
日
以
降
に
裁

定
さ
れ
た
者

O
農
業
者
老
齢
年
金
の
受
給
者

た
だ
し
、
次
の
者
は
除
き
ま
す
。

①
経
営
移
譲
年
金
に
係
る
現
況
届

を
提
出
す
る
者

②
平
成

2
年

4
月
1
日
以
降
に
裁

定
さ
れ
た
者

。
提
出
先
等

現
況
届
を
記
入
し
、
市
長
及
び
農

業
委
員
会
長
の
証
明
を
受
け
て
、
農

業
者
年
金
基
金
に
送
付
し
て
く
だ
さ

※
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
る
、
遅
れ

る
、
ま
た
証
明
印
が
な
い
場
合
、
年

金
支
給
が
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

(ご利用ください〉
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人
が
好
き
、
街
が
好
き

本
が
好
き
・
・
・⑫

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

時
代
の
断
崖

青

木

茂

活
動
小
屋
の
あ
る
風
景

安
岡
章
太
郎

日
本
人
の
土
地
神
話

山

本

七

平

髪
、
い
き
い
き

森

笑

江

心
に
良
い
ニ
と
悪
い
ニ
と斎
藤

茂
太

引
世
紀
地
球
人
へ
/

ラ
シ
ュ
ワ

l
ス
・
キ
ッ
ダ

i

年
を
と
る
の
は
面
白
い

松

原

惇

子

〈
文
学

・
小
説
〉

同
窓
会
の
名
簿
老
い
て
な
お
愉
快

に
生
き
る

外
山
滋
比
古

N
・
P

吉
本
ば
な
な

お
気
に
入
り
の
孤
独

田

辺

聖

子

家
長

三

浦

朱

門

海

辺

の

扉

上

下

宮

本

輝

〈
魚
津
の
本
〉

流
浪
将
軍
足
利
義
植
越
中
・
布
施

の
里
の
再
挙

加

藤

正

餓
鬼
大
将
物
語

木

下

普

敬
天
愛
人

の

二
十
一
世
紀
の
あ
け
ぼ

浅

尾

久

矩

新
社
会
人
に
お
す
す
め
す
る
本

こ

こ

ろ

の

旅

神

谷

美

恵

子

人
が
辿
る
人
生
の
旅
を
考
え
、
一

生
の
全
体
を
見
つ
め
て
み
よ
う
と

試
み
た
人
間
学
入
門
の
書
。

木

の

聾

草

の

聾

水

上

勉

自
然
に
固
ま
れ
て
、
人
も
生
か
さ

れ
て
い
る
と
、
思
い
を
こ
め
て
語

る
人
生
随
想
。

恋

愛

論

柴

門

ふ

み

男
と
女
の
あ
れ
こ
れ
を
鋭
く
分
析

恋
の
悩
み
に
ズ
パ
リ
答
え
る
。

木
を
植
え
た
人
ジ
ヤ
ン
・
ジ
オ
ノ

何
の
見
返
り
も
求
め
ず
、
荒
野
に

木
を
植
え
続
け
、

つ
い
に
森
を
蘇

ら
せ
た
老
農
夫
の
物
語
。

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。

会食

i i3 
10 国 土
日日 tZ・γ
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昔日日 <~ii~
品曜日程 ><!:隼

官二二 開
は関 白旬
休官官 民民

セ
と

3
月

8
日
(
金
)

午
後

1
時
初
分

1

3
時
初
分

魚
津
市
立
図
書
館

き

会
と
こ
ろ

会

演

題

「
魚
津
の
芸
能
に
つ
い
て
」

講

師

魚

住

一

雄

先

生

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

5
日
(
火
)
え
い
が

釣
り
き
ち
三
平

ロ
日
(
火
)
こ
う
さ
く

お
面
づ
く
り

凶
日
(
火
)
え
い
が

お
こ
ん
じ
よ
う
る
り

お
日
(
火
)
こ
う
さ
く

お
し
ゃ
べ
り
う
さ
ぎ

と

き

午

後

4
時

1

4
時
ぬ
分

と

こ

ろ

魚

津

市

立

図

書

館

対

象

幼

児

i
小
学
生

(
材
料

・
お
金
は
い
り
ま
せ
ん
)

令言添:

:"0:-:.ρ1 た料

だの
ーやきご
否あ寄
λり贈
与ぞを
し三
た'

。
上
野

。
木
下

。
田
林

テ浅
ル普子
様様様

(
木
下
新
)

(
末
広
町
)

(
舛
田
)

m
u
n
l
2
0
4
2
 

-
13月
の
行
事
|

|

(
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
〕
げ
日
(
日
)

。
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
(
日
じ

1

1
じ
)

「
ど
ん
ど
ん
焼
き
」
「
み
そ
コ
ン
ニ

ャ
ク
」
券
は
共
通
券
で
一
枚
叩
円

で
す
。
(
3
月

1
日
か
ら
発
売
し
て
い

い
ま
す
。)

。
ゲ

l
ム

工

作

コ

ー

ナ

ー

(
叩
時
初
分

1

2
時
)

工
作
は
、
「
ヨ
ー
ヨ
ー
」
や
「
プ
ラ

パ
ン
」
な
ど
を
作
り
ま
す
。

会
参
加
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
グ

〔
た
こ
作
り
教
室
〕
初
日
(
土

)
2
時

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日
・国
民
の
祝
日

3
湖
沼
の
市
民
会
館
催
物
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婦
側
集
後
記

あ
る
先
生
日
く
。
「
人
間
一
生
勉
強

で
す
。
自
己
啓
発
に
努
め
な
さ
い
U

と
い
う
言
葉
に
刺
激
を
受
け
、
今
年

の
1
月
か
ら
、
新
聞
の
社
説
を
最
低

一
つ
読
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ど
う

に
か
実
行
し
て
い
ま
す
が
、
私
の
内

心
秘
か
に
意
図
し
て
い
た
効
果
・
:
編

集
後
記
を
苦
な
く
書
け
る
・:
が
一
向

に
で
て
き
ま
せ
ん
。
読
む
こ
と
と
書

く
こ
と
と
は
、
な
か
な
か
結
び
つ
か

な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
あ
る

先
生
白
く
。
「
一
週
間
に
一
度
は
随
筆

を
書
き
な
さ
い
U

今
度
は
、
こ
の
言

葉
の
通
り
実
行
し
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

(

迷
え
る

M
)

春
:・
も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

雪
が
融
け
て
、
川
に
な

っ
て
流
れ

て
行
き
ま
す
。

つ
く
し
の
子
が
恥
か
し
気
に
顔
を

出
し
ま
す
。

も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
|
。
ち
ょ

っ

と
気
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

春
一
番
が
掃
除
し
た
て

の
サ

ッ
シ

の

窓

に

|
。
壊
の
渦
を
踊
ら
せ
て
ま

す

l
。
机
、
本
箱
運
び
出
さ
れ
た
荷
物
の

跡
は
、
畳
の
色
が
そ
こ
だ
け
若

い
わ
|
。

ん
l
、
春
で
す
ね
。

口
づ
さ
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
0

・:
:
:
:

(
Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

世帯数 14.179世帯

49.880( + 6 ) 

人(前月対比)

(男)23.937( + 3 ) 

(女)25.943( + 3 ) 

編集/企画広報室

(2月1日現在)

人口

計


